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。
自
民
党
案
は
政
府
案
よ
り
独
立
性
な
ど
踏
み
込
む

。
専
門
的
人
材
育
成
の
た
め
に
は
両
案
と
も
不
十
分

。
米
国
で
は
保
険
料
に
自
主
規
制
組
織
の
評
価
反
映

城
山

英
明

2012年(平成24年 )5月 15日正火曜日)

大
震
災
に
起
因
す
る
東
京
電
力

福
島
第
1
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
教
訓
と
し
て
、
津
波
評
価
な
ど

の
最
新
知
見
に
対
す
る
十
分
な
感

受
性
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
、
原
子
力
安
全
規
制
組
織
の

専
門
能
力
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
(
過
酷
事
故
)
対
策
の
遅
れ

に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
事
業
者
に

対
す
る
自
律
的
関
与
も
不
十
分
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
故
後
の

対
策
と
し
て
安
全
規
制
組
織
の
再

検
討
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
現
在
、
大
飯
原
発
の
再

足謂議斤

稼
働
問
題
が
注
目
さ
れ
る
中
で
、

地
元
の
地
方
自
治
体
が
再
稼
働
の

前
提
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
原
子

力
安
全
規
制
組
織
の
発
足
の
遅
れ

が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
昨
年
8
月
、
原
子
力
安

全
規
制
に
関
す
る
組
織
等
の
改
革

の
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
o

u月
に
は
原
子
力
事
故
再
発
防
止

顧
問
会
議
が
提
言
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
年
1
月

に
原
子
力
組
織
制
度
改
革
法
案
な

ど
を
閣
議
決
定
し
た
。
一
方
、
自

民
党
は
昨
年
ロ
月
に
原
子
力
規
制

組
織
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

i
ム
を
設
置
し
、
今
年
4
月
に
対

案
と
な
る
法
案
を
提
出
し
た
。

穆翼民点豆~ Eヨ

そ
れ
で
は
、
政
府
案
と
自
民
党

案
の
違
い
を
み
て
い
こ
う
。

第
一
に
、
双
方
と
も
独
立
性
の

強
化
を
主
張
す
る
が
、
そ
の
内
容

が
異
な
る
。
政
府
案
で
は
、
原
子 東

京
大
学
教
授

力
発
電
推
進
を
担
っ
て
き
た
経
済

産
業
省
か
ら
の
実
質
的
独
立
性
在

確
保
す
る
た
め
、
環
境
省
に
原
子

力
規
制
庁
を
設
置
す
る
と
し
て
い

る
。
現
に
存
在
す
る
縦
割
り
体
制

を
活
用
し
た
現
実
主
義
的
な
案
だ

と
い
え
る
。
内
閣
府
へ
の
設
置
案

も
浮
上
し
た
が
、
金
融
庁
、
消
費

者
庁
、
食
品
安
全
蚕
員
会
と
い
っ

た
様
々
な
機
能
が
混
在
す
る
内
閣

府
で
は
実
質
的
独
立
性
の
確
保
が

困
難
だ
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
だ
。

自
民
党
案
は
、
経
産
省
だ
け
で

な
く
、
環
境
省
を
合
む
他
の
政
府

組
織
か
ら
の
独
立
性
を
強
調
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
大
臣
が
長
官
を

任
命
す
る
庁
で
は
な
く
、
委
員
が

独
立
し
て
職
権
を
行
使
で
き
る
行

政
組
織
法
第
3
条
に
基
づ
く
原
子

力
規
制
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
委
員
の
任
命
は
国
会
同
意

人
事
と
し
た
。
委
員
の
任
命
が
政

治
化
す
る
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
超

党
派
的
に
原
子
力
安
全
規
制
を
運

用
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
二
に
、
一
元
化
の
範
囲
に
つ

い
て
は
自
民
党
案
が
踏
み
込
ん
で

い
る
。
両
案
と
も
従
来
の
原
子
力

安
全
規
制
に
加
え
、
テ
ロ
対
策
な

ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

i
規
制
を
統

合
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
。
使

用
済
み
核
燃
料
の
管
理
や
冷
却
用

海
水
ポ
ン
プ
・
非
常
用
発
電
機
の

配
置
な
ど
、
安
全
対
策
と
テ
ロ
対

策
の
対
象
に
重
な
り
が
あ
る
こ
と

に
考
え
る
傾
向
が
強
い
こ
と
や
、

組
織
的
に
も
米
国
や
フ
ラ
ン
ス
で

は
保
障
措
置
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

i

規
制
、
安
全
規
制
を
一
体
的
に
扱

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
妥

当
な
提
案
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
一
一
に
、
災
害
時
に
お
け
る
原

子
力
安
全
規
制
組
織
の
在
り
方
も

異
な
る
。
政
府
案
で
は
、
災
害
時

に
は
原
子
力
規
制
庁
は
内
閣
の
原

子
力
災
欝
対
策
本
部
の
下
で
統
合

的
に
活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
自
民
党
案
で
は
、

災
害
時
も
原
子
力
安
全
規
制
組
織

の
独
立
性
を
維
持
す
る
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
担
当
大
臣
を
別
途

置
き
、
所
掌
事
務
を
明
確
に
分
け

た
う
え
で
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
事
務
局
た
る
原
子
力
規
制
庁
が

原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
補
佐
す

る
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。

第
四
に
、
専
門
的
人
材
育
成
の

必
要
性
も
双
方
が
強
調
す
る
が
、

そ
の
在
り
方
は
異
な
る
。
政
府
案

で
は
、
原
子
力
規
制
庁
を
環
境
省

の
中
に
讃
く
こ
と
で
、
そ
の
狙
い

だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
行
政

改
革
の
観
点
か
ら
公
務
員
数
の
抑

制
が
主
張
さ
れ
る
中
で
、
原
子
力

安
全
規
制
の
分
野
だ
け
を
例
外
扱

い
で
き
る
の
か
課
題
も
残
る
。

次
に
、
政
府
案
、
自
民
党
案
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
積
み
残
さ
れ

た
課
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
専
門
的
人
材
育
成
の

た
め
に
は
、
両
築
と
も
不
十
分
だ

と
思
わ
れ
る
。
各
省
や
研
究
・
教

育
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
形
で
、

必
ず
し
も
原
子
力
安
全
に
限
定
さ

れ
な
い
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
i
サ
イ
エ

ン
ス
(
規
制
山
科
学
)
や
危
機
管
理

の
専
門
家
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構

築
し
、
人
材
確
保
と
育
成
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
米
国
で
は

原
子
力
潜
水
艦
を
持
つ
海
軍
が
原

子
力
に
関
す
る
独
自
の
人
材
供
給

源
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
供
給
源
在
持
た
な
い
日
本
の

場
合
、
よ
り
幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

を
考
え
れ
ば
溜
切
だ
と
い
え
る
。

両
案
は
線
量
目
標
を
設
定
す
る

放
射
線
審
議
会
を
統
合
す
る
点
で

も
同
じ
だ
が
、
自
民
党
案
が
日
常

的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
(
監
視
)
も
含
め

て
一
元
化
の
対
象
と
す
る
点
で
は

異
な
る
。
さ
ら
に
自
民
党
案
で
は
、

核
不
拡
散
を
目
的
と
す
る
核
物
質

の
計
量
管
理
な
ど
の
保
障
措
置
も

一
元
化
す
る
と
し
て
い
る
。
核
物

質
の
兵
器
へ
の
転
用
を
防
ぐ
と
い

う
観
点
で
海
外
で
は
保
障
措
置
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
!
規
制
を
一
体
的

事
業
者
の
相
互
点
検
推
進
を

手
に
つ
い
て
も
、
経
産
省
の
原
子

力
安
全
・
保
安
院
か
ら
の
人
材
に

加
え
て
、
一
定
数
の
人
材
を
現
在

の
環
境
省
か
ら
投
入
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
異
種

配
合
に
よ
り
、
新
た
な
組
織
文
化

の
構
築
を
態
図
し
て
い
る
。

一
方
、
自
民
党
案
で
は
、
ノ
ー

リ
タ
i
ン
ル
i
ル
を
幹
部
の
み
な

ら
ず
実
務
者
に
も
適
用
し
、
新
た

な
原
子
力
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築

を
志
向
し
て
い
る
。
独
立
行
政
法

人
の
朕
子
力
安
全
基
盤
機
構
も
規

制
機
関
と
一
体

化
す
る
と
し
て

い
る
。
合
従
来
、

新たな原子力安全規制緩畿をめぐる議論

あらゆる政府組
織からの独立
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lング、保障措置

新たな原子力
キャリアパス

独立性維持

構
に
お
け
る
専

門
的
知
識
の
蓄

積
が
原
子
力
安

全
・
保
安
院
に

よ
る
安
全
規
制

に
十
分
に
活
用

さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
有
意
義

第
二
に
、
自
主
保
安
の
再
構
築

で
あ
る
。
シ
ピ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

対
策
の
連
れ
に
み
ら
れ
た
よ
う

に
、
事
業
者
に
よ
る
自
主
保
安
へ

の
過
度
な
依
惇
は
問
題
だ
。
し
か

し
、
規
制
機
能
の
す
べ
て
を
政
府

が
担
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

緊
張
感
を
持
っ
た
自
主
保
安
の
体

制
を
ど
の
よ
う
に
事
業
者
レ
ベ
ル

で
再
構
築
す
る
の
か
が
重
要
だ
。

そ
の
点
、
米
国
で
1
9
7
9年

の
ス
リ
1
マ
イ
ル
事
故
後
に
、
事

業
者
・
メ
ー
カ
i
に
よ
る
自
主
規

制
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
原
子

力
発
電
運
転
協
会

(
I
N
P
O
)

の
経
験
は
重
要
で
あ
る
。
原
子
力

に
つ
い
て
は
他
社
の
事
故
も
自
社

の
活
動
へ
の
評
価
に
直
接
影
響
す

る
た
め
、
お
互
い
に
厳
し
く
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
(
事
業
者
間
の
相
互
点

検
)
を
行
う
仕
組
み
が
構
築
さ
れ

た。

I
N
P
Oに
よ
る
評
極
に
基

づ
き
保
険
料
を
決
め
る
仕
組
み
も

導
入
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
電

力
会
社
は
異
な
っ
た
炉
型
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
相
互
に

口
を
出
す
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た

が
、
今
後
は
緊
張
感
の
あ
る
事
業

者
間
の
ピ
ア
レ
ピ
ュ
!
の
文
化
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

第
一
ニ
に
、
地
方
自
治
体
の
役
鋭

で
あ
る
。
従
来
、
立
地
自
治
体
は

事
業
者
と
安
全
協
定
を
締
結
し
、

施
設
変
更
時
や
一
定
の
ト
ラ
ブ
ル

後
の
運
転
再
開
時
に
事
前
了
解
を

求
め
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
実
質

的
に
関
与
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

自
治
体
の
役
割
に
対
し
て
は
、
立

地
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
し
て
重
要
だ

と
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
関
与
の

根
拠
が
法
的
基
礎
の
明
確
で
は
な

い
協
定
で
あ
り
、
ま
た
関
与
の
基

準
が
明
確
で
は
な
い
と
い
う
点
に

関
し
て
批
判
も
あ
っ
た
。

今
後
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
、
自
治

体
の
事
実
上
の
役
割
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
た
国
の
原
子
力
安
全

規
制
の
在
り
方
自
体
が
自
治
体
の

関
心
事
項
に
な
っ
て
お
り
、
従
来

の
よ
う
な
自
治
体
と
事
業
者
と
の

協
定
の
み
で
解
決
で
き
る
課
題
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
原

子
力
安
全
規
制
機
関
を
前
提
と
し

て
、
自
治
体
の
役
部
を
国
の
公
式

の
規
制
の
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
地
域
情
報
委
員
会
の
よ
う
に

自
治
体
が
国
の
原
子
力
安
全
規
制

機
関
、
地
域
住
民
、
事
業
者
な
ど

の
情
報
共
有
の
場
を
設
定
す
る
方

式
や
、
安
全
規
制
、
防
災
計
画
の

在
り
方
に
つ
い
て
自
治
体
と
国
の

原
子
力
安
全
規
制
機
関
と
の
協
議

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定
す
る
方
式

な
ど
が
あ
り
う
る
。

政
府
案
と
自
民
党
案
が
出
そ
ろ

っ
た
こ
と
で
議
論
の
土
接
は
整
っ

た
。
両
案
に
は
考
え
方
の
異
な
る

点
も
あ
る
が
、
一
一
元
化
や
専
門
的

能
力
の
確
保
を
は
じ
め
、
基
本
的

方
向
性
と
し
て
は
重
な
る
部
分
も

多
い
。
両
案
で
は
十
分
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
人
材
育
成
、
自
主
保
安
、

自
治
体
の
役
割
も
合
め
て
早
急
な

議
論
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

し
ろ
や
ま
・
ひ
で
あ
き

生
ま
れ
。

行
政
学

以

w
年


